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ト
リ
ロ
へ
眼
の
行
く
か
ぎ
り
春
う
れ
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田
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ユ
ト
リ
ロ
は
フ
ラ
ン
ス
の
画
家
。
ど
こ
か
う
ら
寂
し
い
感
じ
の

パ
リ
の
街
角
や
モ
ン
マ
ル
ト
ル
の
風
景
画
を
思
い
出
す
。
「
眼
の

行
く
か
ぎ
り
」
と
い
う
情
景
は
、
複
製
画
か
リ
ト
グ
ラ
フ
が
部
屋

に
飾
ら
れ
て
い
る
の
か
、
ま
た
は
美
術
館
で
出
会
っ
た
ユ
ト
リ
ロ

の
絵
か
。
「
春
う
れ
ひ
」
と
取
り
合
わ
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
を
み

る
と
、
何
か
思
い
出
と
つ
な
が
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。 

　
「
洎
夫
藍
を
買
ひ
ユ
ト
リ
ロ
の
空
を
負
ひ
」
の
自
註
に
、
「
秋

さ

ふ
ら
ん

櫻
子
の
影
響
で
二
十
代
に
印
象
派
の
絵
に
親
し
ん
だ
。
は
じ
め
は

ユ
ト
リ
ロ
が
好
き
で
、
昭
和
二
十
五
年
『
馬
酔
木
』
に
書
い
た
『
ユ

ト
リ
ロ
の
眼
』
が
私
の
俳
論
ら
し
い
も
の
の
走
り
」
と
あ
る
。 

　
掲
句
は
昭
和
五
十
九
年
三
月
一
五
日
作
。
『
去
来
の
花
』
所

収
。
同
日
作
に
「
わ
が
捨
て
し
望
み
の
数
や
西
行
忌
」
も
あ
る
。 

１
９
８
４
年
（s59

作
）
第
七
句
集
『
去
来
の
花
』
鑑
賞
・
野
本 

京


